私 は 妙に 魚釣りに 縁の ある あたりに 住んで きたが、 

小 田 原で 三日間ぐ らい 鮎 釣り をした 以外 は 魚 を 釣った 

ことがない。 先日 もお 医者さん から、 早朝の 魚釣りな 

ど は 健康に よろしい から、 とす、 めら れ たが、 なる ほ 

ど 今 住む ところ も、 わざ/^ 東京から 釣りに くる 人が 

あって、 それ を 目当ての ボ —„ ^屋 など も ある 土地 だが 

釣リ をす る 気持に はなれな いので ある。 

とあみ 

駅前の カスト リ屋の オヤ ジは 投網 を もっていて、 こ 

れも私 を 頻りに 誘う。 私が キャッチ ボ— ル をして いる 

と、 野球 は 力 ラダに 毒です よ、 投網 は 健康です ぜ、 と 

言う。 



「投網 だって、 投げ るん じ やない か」 

「へ ッへッ へ。 理窟 はいけ ません。 未明と いう 時間に 

関係の ある 微妙な 問題です」 

, J の オヤ ジ はむ つかしい こ と を 言う のが 好きな の で 

ある。 私 を 取手と いう 町へ 住ませた 本屋の オヤ ジも釣 

り 狂で、 むつ かしい こと を 言う のが 好きであった。 井 

伏 鱒 一 一な ども 微妙な こと を 言う のが 好きで あるから、 

釣り師の 心境で あるか も 知れな い。 

私 は 取手と いう 町に 一年 あまり 住んで いた。 利根 川 

ベり の 小さい 町で、 本屋の オヤ ジ はこ、 をフナ 釣りの 

メッカみ たいな こと を 云って いたが、 これ を 割引して 



よい もので はない。 だいたい 女と いう もの は 不惑 をす 

ぎる ころから、 自然に 一 流の 悟り を ひらく ようで ある- 

こういう 達人 は 薄 気味が 悪い もの だ。 然し、 この ォカ 

ミサ ンは、 数 ある 達人のう ちで も 一流の 使い手で、 女 

傑と いう 感じであった。 

伊勢 甚の悴 ぐらい、 郷土愛に 燃えて いる 子供 は 珍ら 

しい。 自分の 生れた 町 を 日本一 の 美しい 町 だと 思って 

いるので ある。 美しい という 意味 は、 素朴に 風景と し 

ての 意味で ある。 自分の 町 を 中心に 利根 川べ りの 四辺 

を 国立公園に しょうと いう 大変な 考え を 持つ ていた。 

その 意見 を 論文に 書いて 私のと ころへ 見せに 来て、 私 



に 来たが、 私 は 二度 だけ、 小一時間 ぐらい 見物に 行つ 

た、 V けで ある。 一行が くると いう 前の 晚に、 悴が 近所 

の 百姓 ジィ サン をつ かまえて、 どこが 今、 釣れる かね、 

などと きくので ある。 

「古 利根が よかつべ」 

とか、 ど こぞ こ は、 もう、 ダメ だつ ぺ、 というよう 

な こと を 答える。 答える ジィ サン も 釣り をして いる ヮ 

ケ ではない。 た y 水面 を ジッと 睨む と、 魚が いるかい 

ないか チャンと 分る 名人な の だそう である。 野良仕事 

の 行き帰りに、 川 や 湾 を ジッと 睨んで、 チャンと 頭に 

とめて おいて、 釣りに 行こうと いう 人に 教えて くれる 



をす るよう な 方法 を 用いた。 アメリカの 飛行機に 水遁 

の 術が きくか どうか 心細い 思いで あつたが、 慾 念 逞し 

く、 尚 も 海中に ふみとどまって ハマ ダリの 大物 を 物色 

しつ y けたので ある。 釣り師の 心境と いう もの を 若干 

会得した のであった。 

大きな 袋 を かついで 帰路に つき、 疲れ果て、 巡査に 

バ ス はない かときく と、 

「今の 日本に は、 足よりも 確かな 交通機関 はない よ、 

君」 

と、 肩 をポン とた、 かれた ので ある。 
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